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A 20%、B 50%、C 80%）』、『クイズ2：自然災害で

毎年亡くなる人の数は過去100年でどう変化したで

しょう？（選択肢；A 2倍以上になった、B あまり変

わっていない、C 半分以下になった）』などのクイ

ズが用意されています。答えは省きますが（興味の

ある方はインターネットで調べてみるといいかもし

れません・・・；正解は本書に）、どの質問も大半

の人は正解率が3分の1以下であり、しかも、専門家

と称する人、学歴が高い人、社会的な地位がある人

ほど正解率が低いと、ここでは紹介されています。

私の正解率はというと（述べませんが）、50％も正

解することはできませんでした。私などは「これは

私の知識が単に古いままなのでその知識をアップ

デートすればいいだけでは・・・」と考えてしまい

ますが、著者であるハンス・ロスリングらは「完全

に知識をアップデートしようとしても、その正確な

姿をとらえることは困難であろう」としています。 

著者らはその理由を“10の本能”が引き起こす思い

込みにとらわれてしまっているからだと指摘してい

ます。その本能とは一体何なのでしょうか？（興味

がわいてきたのではありませんか） 

さ ら に 本 書 で は、教 育、貧 困、環 境、エ ネ ル

ギー、人口など幅広い分野を取り上げて最新の統計

データを紹介しつつ、“世界の正しい見方”、即

ち、“10の本能”が引き起こす思い込みにとらわれ

ず「ファクトフルネス」に考える方法を教えてくれ

ます。本書は難しい数式や言葉もほとんど出てこな

いので比較的読みやすいのではないかと思います。 

最後になりますが、皆さんもいろいろな問題や課

題に突き当たることがあると思います。その際は是

非、この「ファクトフルネス」を実践されてはいか

がでしょうか？ 

「フ ァ ク ト フ ル ネ ス

(factfulness)」という言葉

そのものは辞書にはなく、

いわゆる「造語」です。そ

の意味はタイトルにあるよ

うに「データを基に世界を

正しく見る習慣」であり、

また文中にも出てきます

が、「自分の内にある“本

能”をできうる限りコント

ロールして事実に基づいて

判 断 す る」と い う こ とで

す。今から2年ほど前に刊行されたこの本は、現在の

ようなCOVID-19感染症を取り巻く状況下、関連する

種々の情報が錯綜する中で、より大切なものの見方

のひとつではないでしょうか？ 

さて、著者らは導入部でクイズを13個紹介してい

ます。例えば、『クイズ1：いくらかでも電気が使え

る人は、世界にどのくらいいるでしょう?（選択肢；
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2022年度オープンキャンパス開催のお知らせ 

■2022年度オープンキャンパス 

 〈開催日〉 

 2022年6月5日（日） 

 2022年8月6日（土）・7日（日） 

 2022年10月9日（日） 

入試課 

お問い合わせ 
 

 入試課  
  
  T E L : 075-595-4678 

  F A X : 075-583-2232 

  E-mail: kpu-koho@mb.kyoto-phu.ac.jp 

 2022年度のオープンキャンパスは下記の日程で行う予定にしています。 

開催につきましては、新型コロナウイルス感染症の状況を考慮し決定いたします。 

 詳細が決まり次第、本学公式サイトでお知らせいたしますのでご確認ください。 
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